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第 3回 リーボ ック杯  母 と子のテニス トーナメ ン ト

と き 8月 7日   ところ 横 山公 園 コー ト

8月 4日 雨 で 7日 0こ イ子われ ま した。

〇小学生の部 参加数 18組   ○中学生の部 (男 子)12組 (女子 )10組

西見美千子・俊輝

(訓大クラブ)

´ヾ

季塚本かず子・亜矢
)6夕来事口争ニス席すめ

;加藤公子・聖子
(テ ニスピアジユエ)

只隈悦子・愛子
(相模原G・ T・ C)
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市川美智子・育男

(テ ニスピアジュエ
)

竹鳴素子・雄太
(レ ニックス)

吉田博子・浩司

(サ ントリーテニスガーデン)

塚本かず子・幸司
(塚本プロテニスカレッジ)

◎コンソレーション優勝

小野敦子・裕香
(小 田急藤沢)

『
丁  俊輝

③コンソレーション優勝 松島栄子・静香
(カ ルビス・町田ローン)

加藤聖子 。公子組
西見美千子・俊輝組

塚本幸司 。かず子組
竹嶋雄太・素子組

宇川久子・久美う
(百合ヶ丘ファミリー)

6-3

高鳴美智子・章
(ゼ スト・カルビス)

渡辺祐子・寛子
(相模原G・ T・ C)

◎コンソレーション優勝 新納純子・純技
(森の里テニスクラブ)

左より

宇川久子・久美子組/高嶋章子・美智子組

優 勝
西見美千子

優 勝

竹嶋素子

雄太

優 勝

宇川久子
久美子

住吉由美子・信一
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第 3回  ブ ロック対抗親睦戦

と き ‖月27日   ところ 泉中央

1位 Aブロ ック、 2位 Cプ ロック、 3位 Bブ
ロックで、今年 は Cと Bブロックが入れ替 り

ま した。

メ ンバ ー表

Aブ ロック Bブ ロ ック Cブ ロック

監  督

55才以上

50才以上

桑名杯 1

2

No l

2

3

4

5

/Jヽ りII

川本・松下

田渕・村野

千葉 。熊野

宇り‖・黒り11

若島・西村

竹内・ 藤倉

高杉 。滝本

女臣野・ 関

小野・船橋

白井

伊藤 。寺井

中本寸・ 山本

青木 。 乾

鳥居・鈴木

坂田・鳥居

辻 ・丹野

水越 。望 月

関場 。織 田

三浦・柿沼

今井

鈴木 。中上

坪井・ 丹波

戸田・野村

真 鍋
。

杉 山

竹 内・ 飯 田

小俣・ 鶴 岡

工 藤 。小沢

原 田 。松尾

田村 。今井

試合 結果

A B C

A 7-2 7-2

B 2-7 3-6

C 2-7 6-3

V3の Aプ ロック
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第14回  ブロック別シングルス トーナメント

.(Aプ ロッタ⊃  参加数 99名 (昨年 128名 ) と

ベス ト8よ り            ■

永島尚子 (サ ントリー)

竹 内日召子 (大和クィーン)

鈴木幸 子 (YSC

渡辺真理子 0日模原G)

石倉正世 (YSC)一―――一

氏家真沙子 (相模原G

大沢澄 江 (大和クィーン

野田みね子 (YSC)

き 10月 6～ 8日

優 勝 ○卒業L菜
.そ

央菱嬉しぃ
三堀房子  で現 多勢 の皆 さん に応

援 して頂 き感 謝 して い

ます。転動 で大 阪 に行 く

こ とにな りま したが、あ

ち らに行 って も頑 張 り

た い と思 い ます 。 (井上 談 )

ところ 横 山公園 コー ト

○シングルスは参加す る

だけ と思 っていたので

優勝 出来夢の様 です。

今年 は私 に とって良い

年 にな りました。

(竹 内談 )

○初参加で無我無 中で戦

って きてここまでやれ

て大満足です。(氏家談 )

(Bプ ロ ック )参 加 数 140名 (昨年 137名 )と  き 10月 5～ 7日   ところ 本郷台テニスクラブ

ガヽ山カヨ(本郷台)

〇女 子 連 に入 って 、 2年
目初 出場 で 実績 もな い

の に優 勝 出来 るな ん て

夢 の様 で す 。 (三堀 談 )

丹 野 邦 子 (■郷 グリーンヒル)

三堀房子 (和泉TC)

新井美代 (ワ ールド)

大田聡美てSCエ スター)

山本 昌子 (本郷台)

佐藤高峰 (メ ルコ鎌倉)

井上 由起 子 (サ ンブリッジ)

氏家 竹内

井 上

⊂■ 2旦ヱ之 D 参 加 数 143名 (昨年 128名 )と  き 10月 6～ 9日

松尾貴志子 (高麗山)

伊藤道枝 (寒川ローン)

松 尾 文 子 (湘 南 ロー ン )

渋谷 昌代 (湘 南インドア)

瀬 岡か ゆ き (足柄ローン

曽我部涼子鶴 沼G)

原田和子 (高麗出)

永田一葉 (ア ミー)

松 尾

６
．

３．

ＲＥ

○対戦者 と最後 まで出来

なかったのが残念で し

た。で も優勝出来て とて

もうれ しいです。(瀬岡談)

○昨年の星野 さんの苦節

10年 を励みにチャレン

ジ しま した。仲間の応

援 で頑張 る事が出来 ま

した。 (松尾 談 )

C)Aプ ロ ックは会 員数 が 多 いの に シ ングル スの参 加数 が少 ないです ね。

訂正

前号35号 で間違 いがあ りま した。

ブ ロック別 ダブル トーナメ ン ト

Cプロック

○

:蕊又|]lli律讚 →
:蕊冥 亦

舛

　

・伊

①
脚
轄

我

　

竹

東急レディース

11月 4 日 ・ 5 日予遇登がネ申秀りII A (255流且)、 ネ申アヽ

川 B地区 (148組)で行 われ、岩 田・ 高垣組 (YSC)、

菊 池 。上 田組 (宮崎       ブ で行 なわれ ま し

泉」蜀Л鬼
｀
1(1‖ギ言十を省某霞泄裏尭異

日全国大会 を多摩  TI‖ ‖l∫ ス ト16で した。

川 園ラケ ッ トクラ 訂正 し、お詫びいた します。

優  勝

5竹内昭子

三 堀

優  勝
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第 10回 武 石 杯

第10回  お 目出度 う御座居 ます。

き 10月 27日 ～29日   ところ

〃

SSC

65才以上 (今年 は じめて出来たク

ベス ト4よ り

間宮 。大塚 (湘南ローン・鎌倉宮力)

矢部。近藤(湘南ローン)

オ寸上・戸沼鎌倉ローン)

4ヽかに。本大 (湘南ローン・東林間)

60才 以上  参加 数  5組

草生・増田(夢見ヶ崎・希望ヶ丘)

鈴木・檜崎(湘南ローン・鎌倉宮力)

安藤 。相川(H・ T・ M)

原口・阿部(湘南インドア嫌倉シーサイい

55才 以上  参加 数  6組
小野・笹島(湘南ローン嫌倉ローン)

木村。金沢鎌倉ローン)

奥野・陣内{夢見ヶ崎・鎌倉シ

伊藤・寺井鎌倉。ヽすみ)

50,打 lス」ヒ  つ奏カロ当女  33糸且

伊豆・矢込(レ ニックス)

坪井 。西尾 (高麗山・サントリー)

ラスです。)参加数 5組

優 勝
82間宮。大塚組

○お陰様で。 (大塚談 )

○試合はい くつになっ

て も厳 しいです。 うれ

しいです。 (間宮談 )

二人は女学生時代か ら

のコンビなのです。

鈴木・楢崎 。原口・阿部

〇今 回 は腰 が痛 くパ ー

トナ ー に助 け られ ま し

た 。 (小野談 )

〇パー トナーに恵 まれ

ました。  (笹 島談 )

2-6

W・ 0

優 勝
小野。笹島組

優 勝
伊豆。矢込組

優 勝
8-1鈴木・櫓崎組

055才の時に60才 にな
れば又組みましょうを

約束ル、60才 になった

所なので頑張りました。

(鈴木談 )

○優勝す る事 は大変で

す 。 (檜崎談 )

伊藤・寺井・小野・笹島

〇 どの試合 も大 変 で し

たが、楽 しか ったです。

(伊豆談 )

○お陰様 で。 (矢込談 )

山本。中村 (上郷グ・横須賀″ヤモンド

山下・佐藤m模原グリーン)

優 勝
ホルト千恵子

SSC

O昨年 は怪 我 を して 出

場 出来 なか ったの です

が、今 年 は出場 で きま

した。優勝 は うれ しい

の一 言 です。

(ホ ル ト談 )

入
費
者
の
皆
様
方

戸沼・ 間宮 。大塚・村上

西尾・伊豆・矢込 :中 村・山本・坪井

第 25回  県支部 シ ングル ス トーナ メ ン ト

老豪カロ数  23名 き 10月 26～ 28日   ところ

ベス ト4よ り

関場和子(上郷グリーンヒル

バーンズ都美(オ レンジヒ

“
ホルト千恵子(個人

斉藤仁子(亀の甲山)

喜びのホル ト夫妻

◎英 語 が 出て来 て神 奈り||は 国際色 豊か だ な あ と感 じま した。

.       :         |
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ところ 予選 6会場

本戦 泉 中央 。SSC(イ ンドア)

三位

ど
)

嵐船
橋

神
野

星
野

全国決勝大会 頑張りましたが、今年もベス ト8で した。

と ころ 朝 日生命 久我 山スポ ー ツセ ンターと

一回戦

○  ○
Nl1 2  Nll l

藤竹 岩橋
倉内 里本 締

跡
２（６６日
２‐）０
旺
勧

蔚
帥
２（６６‐―
‐２）０
紺
淋
たｏ

蹴橋
２（６６‐１２‐）０孵拙
ａ

り

○
神
奈
川
３
１
０
愛
媛
　
　
　
通

２（６６‐ＩＨ）０稚朴
納

２
（６６
‐１
４０）０
静
岬
印

戦
　
稀
跡
‐
（６３‐‐―‐
４６６
）２
蠅
聯
　
○

印
　
齢
帥
０
（５２‐１
７６
）２
献
跛
字
○

○
蹴
橋
２
（６６‐―
‐２
）０
紅
田

神
奈
川
―
１
２
東
京
○

戦
　
締
跡
０
（５２‐１
７６
）２
醜
脚
　
○

印
○
齢
帥
２
（６６‐１
４３
）０
蹴
林

○
柵
橋
２
（５６６‐‐１
７‐‐
）‐
且
卿

○
神
奈
川
２
１
１
大
阪

）

(一 日 目)

○  ○
神 No 3
奈 嵐船 |
川  橋
3   2

6♀ ♀

響し
0

時松
永永

1日

(二 日 日 )

対東京戦ではNQlに 勝敗がかかり、ファーストセ
ットはやっとこさ取れてセカンドセ｀ 卜も3-
0と リー ドして神奈川がベスト4に入れると思
ったのですが、 3-0か らくずれて、92年の朝
日レディースも昨年に続き東京に夢を打ちくだ
かれました。御苦労様でした。

無
〔ござ

つ
 第 14回  朝 日レデ ィース  氣

〔ござ

つ

神奈川県大会

ベス ト8よ り

岩 里 ・ 橋 本 (高麗山・夢見 ヶ崎 )

米山 。原田 (サ ンプリンジ)
6-1
6-4

嵐 ・ 船 橋 (本郷 台・ YSC)

若島・西村 (プラザ)

○皆様の暖かい声援 でここまで

これ ま した。 うれ しい気持 で

一杯です。 (岩里談 )

〇苦 しかったのが、ふっきれて

ただ うれ しいのみです。

(橋本談 )

○ペアのお陰で楽 しく出来 ま し

(船橋 談 )

予選 参カロ620組  とき

本 戦  ツ 64組

優 勝
岩里・橋本組
6-3・ 5-7・ 6-3

6-7(6)     6-1
6-3      7-5
6-4

11月 18-20日

二回戦

○  ○  ○

9月 2～ 9日

9月 29-10月 1日

有,5。 松尾 (湘南ローン)

藤倉・竹内印模原・大和クィーカ

松 岡
。

松 九 (サ ントリー・湘 南 ローン)

星 野・オ申野 (llB南 ハンドレント・オE南 ファミリー)

〇自分 として不思議 な くらい落 ち着 い

て出来、パー トナーに不安感がな く

息、が ピッタ リで頑張れ ま した。

(藤倉談 )

○パー トナーの精ネ申力の強 さに リー ド

されて1ポ イン ト1ポ イン トづつ取 る

ことに力を入れ ま した。 (竹 内談 )

○うれ しいの一言です。 (嵐談 )

。残念で した。 (宮城監督 )

。今度 こそはと挑んだ全国大会で したが、つい

に全国優勝に手が届 きませんで した。暖かい

声援に応えられない悔 しさを必ず活か します。

三回の貴重な経験 を有難 うございました。

(岩 里 )

O当 大会に参加でき楽 しい思いをさせていただ

きました。試合内容を思 うと悪夢の様ですが、

これを土台にまた頑張 りたいと思います。関

係者の方に′しヽより感謝致 します。  (橋 本 )

○今 年 こ そ と思 って頑 張 ったの で す が 、 力及 ば

す ベ ス ト8″本 当 に残 念 で す 。 しか し皆 様 の

暖 か い′しヽの 内 が 伝 わ りほの ぼ の と した心 地 で

す 。 これ か ら も よろ し くお願 い致 します 。

(藤 倉 )

0東 京 ヒル トンで の 開会 式 で は、 代 表 に選 ばれ

参 加 で きた こ とに感 激 し思 わ ず ,戻 ぐん で しま

い ま した。 来 年 か ら一 層 の努 力 を し、 飛 躍 し

たいと思います。 (竹 内 )

。朝 ロレデ ィースの代表 という幸運を二回もつ

かむことができました。今回は皆 さんの応援

を感 じなが らプ レーができました。三回を日

指 しがんば ります。 ("武 )

0全国大会出場にあた りましては女子連の関係

者の皆様、OGの方々には大変お世話にな り

あ りが とうございました。残念なが らベス ト

8で終 りましたが、持てる力を出 し切 り皆、

精一杯頑張 りました。これ もみな、た くさん

の応援 と皆様のお陰 と感謝 してお ります。あ

りが とうございました。      (船 橋 )

N。 1岩里・ 橋本組

No 2藤倉・竹内組

No 3船橋 。嵐組

き






